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お出かけは米子鬼太郎空港から！！
 6:50 ～  8:05
(10月1日~10日･12日･14日~26日)
 9:35 ～ 10:55
(10月11日･13日)
 9:45 ～ 11:05

12:30 ～ 13:50

14:55 ～ 16:15
18:20 ～ 19:40
20:05 ～ 21:25

ダイヤはお断り無しに変更する場合があります。
詳しくは、ＡＮＡホームページをご確認ください。

2019年10月26日㈯
ご搭乗分まで発売中！

日帰りでも東京滞在約12時間！！

米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
米子鬼太郎空港から

世界が広がる！世界とつながる！
 7:20 ～  8:40

 8:45 ～ 10:05

(10月1日~10日･12日･14日~26日)
11:35 ～ 13:00
(10月11日･13日)
11:40 ～ 13:05
14:30 ～ 15:55
16:55 ～ 18:25
20:20 ～ 21:50

羽田空港米子鬼太郎空港 米子鬼太郎空港
2019年10月1日～2019年10月26日
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県
営
境
港
水
産
物
地
方
卸
売
市
場
は
、
日
本
海
側
の
重
要

産
地
魚
市
場
と
し
て
、
消
費
者
の
「
安
全
・
安
心
」
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
、
高
い
水
揚
げ
機
能
を
備
え
た
日
本
一
魅
力
あ
る

漁
港
・
市
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
高
度
衛
生
管
理

型
漁
港
・
市
場
の
整
備
を
進
行
中
で
す
。
主
要
部
分
の
１
号

上
屋
と
陸
送
上
屋
が
こ
と
し
６
月
か
ら
供
用
を
開
始
。
ス
タ

ー
ト
か
ら
３
カ
月
が
経
っ
た
両
施
設
に
つ
い
て
、
鳥
取
県
境

港
水
産
事
務
所
の
宇
山
俊
彦
所
長
に
伺
い
ま
し
た
。

徹底した衛生管理のもとで仕事をする市場関係者の皆さん

　
１
号
上
屋
と
陸
送
上
屋
は
、

水
産
物
の
搬
入
、
荷
さ
ば
き
、

出
荷
準
備
、
搬
出
な
ど
の
用

途
別
に
区
域
を
分
け
、
水
産

物
の
動
線
を
徹
底
し
た
閉
鎖

環
境
型
の
施
設
に
生
ま
れ
変

わ
り
ま
し
た
。

　
し
か
も
、
こ
れ
ま
で
使
っ

て
い
た
古
い
発
泡
ス
チ
ロ
ー

ル
や
木
箱
は
、
雑
菌
を
持
ち

込
む
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

木
箱
の
使
用
を
禁
止
。
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
箱
や
新
品
の
発

泡
箱
使
用
へ
の
移
行
を
促
し
、

す
で
に
全
て
の
漁
船
が
対
応

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
排
ガ
ス
汚
染
防
止

の
た
め
、
排
気
ガ
ス
を
排
出

す
る
車
両
の
進
入
を
禁
止
し
、

電
動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
を
導

入
。
音
が
し
な
い
電
動
フ
ォ

ー
ク
リ
フ
ト
は
、
危
険
な
面

も
あ
り
ま
す
が
、
動
か
す
側

も
周
り
の
人
も
危
険
性
を
十

分
知
っ
た
う
え
で
、
注
意
深

く
行
動
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
汚
染
要
因
の
持

ち
込
み
を
防
止
す
る
た
め
、

帽
子
を
必
ず
か
ぶ
り
、
手
洗

い
や
長
靴
洗
浄
な
ど
、
人
の

入
場
管
理
を
徹
底
。
市
場
内

で
衛
生
管
理
員
が
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
ま
す
。
タ
バ
コ
を
吸

う
人
も
い
な
く
、
皆
さ
ん
が

ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
っ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
市
場
か
ら
出
荷
さ
れ

た
水
産
物
に
は
、
シ
ン
ボ
ル

新
魚
市
場
の〝
今
〞

供
用
開
始

か
ら
３
ヵ
月
新
魚
市
場
の〝
今
〞

供
用
開
始

か
ら
３
ヵ
月

安
全・安
心
の
境
港
ブ
ラ
ン
ド
全
国
へ

マ
ー
ク
を
貼
り
、
境
港
ブ
ラ

ン
ド
の
強
化
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
13
万
枚

の
シ
ー
ル
が
使
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
面
は
、
地
元
の
ス
ー
パ

ー
や
全
国
配
送
の
鮮
魚
パ
ッ

ク
な
ど
で
使
用
。
デ
ザ
イ
ン

な
ど
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
、
来
年
以
降
に
全

国
へ
向
け
て
、
展
開
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　
宇
山
所
長
は
、「
６
月
の

供
用
開
始
か
ら
約
３
カ
月
が

た
ち
、
高
度
衛
生
管
理
型
の

精
神
が
徐
々
に
浸
透
し
て
き

て
い
ま
す
。
市
場
関
係
者
に

も
円
滑
に
使
用
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
我
々

と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
境
港
の
安
全
で
安
心
な
魚

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
広
め
て

い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
２
号

上
屋
の
取
り
壊
し
は
９
月
中

に
完
了
し
ま
す
。
そ
れ
か
ら

耐
震
岸
壁
整
備
、
地
盤
改
良

に
取
り
掛
か
り
、
２
号
上
屋

の
建
設
に
入
る
予
定
で
す
。

完
成
は
２
０
２
２
年
に
な
る

予
定
で
、
最
終
的
に
は
２
０

２
３
年
に
事
業
が
完
了
す
る

計
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
同
事
務
所

(

☎
42
︱
３
１
６
７)

に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11
月
21
日 
山
陰
最
大
級
の
Ｂ
to
Ｂ
イ
ベ
ン
ト

商
談・展
示
会

　出
雲
（
平
田
会
場
）

圏
域
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ

in

　
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏

域
も
の
づ
く
り
連
携
事
業
実

行
委
員
会
は
11
月
21
日
、
平

田
文
化
館(

出
雲
市
平
田

町)

で
、「
中
海
・
宍
道
湖
・

大
山
圏
域
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ

ン
グ 

商
談
・
展
示
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
同
イ
ベ
ン
ト
は
、
ビ
ジ
ネ

ス
の
ご
縁
を
結
ぶ
山
陰
最
大

級
の
Ｂ
to
Ｂ
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

も
の
づ
く
り
企
業
を
中
心
と

し
た
同
圏
域
の
企
業
が
幅
広

く
エ
ン
ト
リ
ー
。
ま
た
、
圏

域
外
の
発
注
企
業
も
多
数
参

加
し
、
企
業
間
の
取
引
拡
大
、

連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

　
現
在
、
受
付
中
の
一
般
来

場
者
は
、
展
示
ブ
ー
ス
を
出

展
し
て
い
る
企
業
と
自
由
に

名
刺
交
換
や
情
報
交
換
が
で

き
ま
す
の
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
に

挑
む
皆
様
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。
入
場
は
無

料
で
す
。

　
同
商
談
・
展
示
会
の
あ
ら

ま
し
は
次
の
通
り
。

日
時
　
11
月
21
日
㈭
　
午
前

９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

場
所
　
平
田
文
化
館(

出
雲

市
平
田
町)

申
込
方
法
　
同
実
行
委
員
会

の
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
　
中

海
」
で
検
索)

の
申
込
フ
ォ

ー
ム
か
ら
事
前
登
録

　
詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員

会
事
務
局(

ま
つ
え
産
業
支

援
セ
ン
タ
ー
内
、
松
江
市
北

陵
町
・
☎
０
８
５
２
︱
60
︱

７
１
０
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ビジネスに挑む皆様のご来場をお待ちしています

古池や
 カッパとびこむ
　　　　 水の音

（駄斉）

　ご存じ芭蕉の名句から。蛙がとびこむ音

は静かさを際立たせるが、河童がとびこむ

音は騒がしそうですね。それが逆におかし

みを誘い、思わず笑ってしまいマシタ。

� 選・桝田知身



“環境をテーマに確かな一歩を印す”

 鳥 取県境港市外江町 2 0 5 6 番地 1
ＴＥＬ．0859－44－1551 ＦＡＸ．0859－44－6043
 E -ma i l：hon s ha@k - k i n o k e n . c o . j p

株式会社 木 下 建 設 中 西 一 郎 商 店有限
会社

建築金物・製作金物・仮設金物

代表取締役 中　西　健一郎

本　社／境 港 市 中 町 2 6
営業所／境港市上道町3152(市役所通り)
　　　　TEL44－1122㈹ FAX44－1125
http://nakanishiichiro.co.jp/
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　写真は１９８６年、私が高校３年生の時、アメリカ・カリフォルニア
州都のサクラメントで、ホームステイ中にホストファミリーや友人と一緒
に撮影したものです。
　私は、高校２年生から交換留学生制度を利用して、アメリカの高等
学校に通っていました。最初は短期留学のつもりでしたが、居心地が
よく、大学までの７年間をアメリカで過ごしました。
　アメリカ人の友人も増え、文化の違いはあっても、考え方が理解で
きるようになりました。勉強よりもスポーツやキャンプ、スキーなど、
野外で活動した記憶が残っ
ています。日本ではなかな
かできないことをたくさん経
験できました。
　１９９２年に帰国し、その
半年後に今の会社に入社。
海外の取引先とのコミュニケ
ーションに当時身に付けた
英語力と理解力が役立って
います。それに何よりも見聞が広がりました。
　私は兵庫県の出身で、大阪本社に入社して、２００５年に社長に就
任。２０１０年からは東京本社で勤務しました。そして、一昨年から
境港工場に常駐しています。
　家族ともどもゆったりとした生活を好み、アメリカでも郊外で暮らし、
大阪や東京でも郊外に住居を持ちました。今は米子市に住んでいます
が、境港や米子はとても住みやすく、気に入っています。(談）

思い出写真館〝あのころ〟の1枚 44

今も役立つアメリカの留学経験
境港商工会議所 議員  赫 太郎氏

　「思い出写真館」は、境港商工会議所役員・議員の〝あのころ〟
の写真をご紹介しています。今回は、議員・赫

てらし

太郎氏(甲陽ケミカ
ル㈱境港工場・代表取締役社長、52歳)の１枚です。

コンテスト中の絵を紹介する大池明館長

ち
ょ
っ
と拝 見

海とくらしの
史　  料　  館

展
示
品
の
入
れ
替
え
と
収
蔵
に
意
欲

イ
ベ
ン
ト
や
広
報
が
好
評

　
同
館
は
、
７
０
０
種
類
・

４
０
０
０
点
の
は
く
製
を
収

蔵
。
現
在
は
、
マ
ン
ボ
ウ
や

サ
メ
、
リ
ュ
ウ
グ
ウ
ノ
ツ
カ

イ
、
各
種
の
カ
ニ
な
ど
、
２

０
０
０
点
を
展
示
し
て
い
ま

す
。
同
館
の
職
員
は
、
３
人
。

入
館
者
の
対
応
や
収
蔵
品
の

整
理
、
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
な

ど
が
日
常
の
業
務
で
す
。

　
こ
と
し
は
、
４
月
27
日
か

ら
５
月
27
日
ま
で
、
マ
ン
ボ

ウ
祭
を
開
催
。
ヤ
リ
マ
ン
ボ

ウ
と
ク
サ
ビ
フ
グ
の
は
く
製

や
マ
ン
ボ
ウ
の
パ
ネ
ル
を
展

示
し
、
江
戸
時
代
に
描
か
れ

た
翻
車
魚(
マ
ン
ボ
ウ)

の

絵
も
展
示
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
７
月
13
日
か
ら
９

月
２
日
ま
で
、
サ
メ
祭
を
開

催
。
山
陰
サ
メ
文
化
の
パ
ネ

ル
展
や
サ
メ
生
体
パ
ネ
ル
展
、

サ
メ
料
理
試
食
会
な
ど
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
魚
の
絵
コ
ン
テ

ス
ト
を
開
催
中
で
す
。
７
月

17
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
▽

幼
児
部
門
▽
小
学
生
部
門
▽

中
学
生
部
門
▽
一
般
部
門
︱

の
作
品
を
募
集
。
９
月
11
日

か
ら
10
月
７
日
ま
で
同
館
に

応
募
作
品
を
展
示
し
、
来
場

者
の
投
票
で
最
優
秀
賞
、
優

秀
賞
、
優
良
賞
が
決
ま
り
ま

す
。

　
最
近
で
は
、
２
階
の
民
芸

品
展
示
コ
ー
ナ
ー
な
ど
を
各

種
の
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
貸
し
出
す
こ
と
も
多
く

な
り
ま
し
た
。

　
就
任
３
年
目
の
大
池
館
長

1番人気のバレンシアオレンジ

ホストファミリーらと赫太郎氏（左から二人目）

　
海
と
く
ら
し
の
史
料
館(

花
町
、
大
池
明
館
長)

に
注
目
が

集
ま
っ
て
い
ま
す
。
各
種
の
自
主
イ
ベ
ン
ト
や
広
報
を
積
極

的
に
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
役
割
も
増
え
ま

し
た
。
今
回
の
「
ち
ょ
っ
と
拝
見
」
は
、
大
池
館
長
に
同
館

の
今
の
状
況
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

我が社

の一品
我が社

の一品

フ
ジ
ッ
コ
㈱
境
港
工
場

フ
ル
ー
ツ
セ
ラ
ピ
ー
®

は
、「
マ
ン
ボ
ウ
祭
や
サ
メ

祭
は
好
評
で
し
た
。
マ
ン
ボ

ウ
祭
は
恒
例
イ
ベ
ン
ト
に
し

た
い
で
す
。
ま
た
、
サ
メ
祭

の
時
は
、
サ
メ
の
展
示
数
が

日
本
で
２
番
目
と
い
う
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
」
と
、
好

調
な
同
館
の
現
状
を
報
告
。

　
ま
た
、「
イ
ベ
ン
ト
の
告

知
を
始
め
、
広
報
に
力
を
入

れ
る
こ
と
で
、
当
館
の
存
在

を
好
ま
し
く
思
っ
て
い
る
人

が
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
は
、
展
示
の
入

れ
替
え
や
収
蔵
品
の
追
加
な

ど
に
努
め
て
い
き
た
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
詳
し
く
は
、
同
館(

☎
44

︱
２
０
０
０)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
ホ
ッ
と
一
息
、
そ
ん
な
時

に
ピ
ッ
タ
リ
な
デ
ザ
ー
ト
・

フ
ジ
ッ
コ
㈱
の
フ
ル
ー
ツ
セ

ラ
ピ
ー
。
フ
ロ
ー
ズ
ン
フ
レ

ッ
シ
ュ
フ
ル
ー
ツ(

フ
レ
ッ

シ
ュ
な
フ
ル
ー
ツ
を
凍
ら
せ

た
も
の)
に
、
ナ
タ
デ
コ
コ

を
プ
ラ
ス
し
た
、
フ
ル
ー
ツ

味
の
濃
い
ジ
ュ
レ
風
ゼ
リ
ー

で
す
。

　
フ
レ
ッ
シ
ュ
感
い
っ
ぱ
い

で
、
の
ど
ご
し
が
良
い
フ
ル

フ
ル
の
食
感
と
、
ナ
タ
デ
コ

コ
の
独
特
な
食
感
が
心
と
体

に
安
ら
ぎ
を
与
え
、
ま
さ
に

癒
し
系
の
ス
イ
ー
ツ
。

　
一
大
ブ
ー
ム
を
経
た
ナ
タ

デ
コ
コ
は
、
コ
コ
ナ
ッ
ツ
を

絞
っ
た
ジ
ュ
ー
ス
が
原
料
と

な
っ
て
い
る
発
酵
食
品
で
、

食
物
繊
維
が
豊
富
。
カ
ロ
リ

ー
も
低
い
の
で
、
美
容
や
健

康
に
も
一
役
買
っ
て
い
ま
す
。

ナ
タ
デ
コ
コ
は
、
国
内
で
唯

一
、
こ
こ
フ
ジ
ッ
コ
㈱
境
港

工
場
が
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
フ
ル
ー
ツ
セ
ラ
ピ
ー

は
、
発
酵
な
ど
の
独
自
技
術

の
強
み
を
活
か
し
て
作
っ
て

い
ま
す
が
、
中
身
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に

至
る
ま
で
、
会
社
の
様
々
な

技
術
の
粋
を
結
集
し
た
、
超

こ
だ
わ
り
の
一
品
で
す
。

　
フ
ル
ー
ツ
セ
ラ
ピ
ー
の
シ

リ
ー
ズ
に
は
、
定
番
の
５
種

類
に
加
え
て
、
期
間
限
定
商

品
も
２
種
類
あ
り
ま
す
。

　
１
日
頑
張
っ
た
自
分
へ
の

〝
プ
チ
ご
褒
美
〟
に
、
フ
ル

ー
ツ
セ
ラ
ピ
ー
で
心
身
を
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

　
詳
し
く
は
、
同
社
境
港
工

場(

☎
47
︱
２
２
１
１)

に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
境
港
市
内
事
業
所
の
一
押
し
商
品
を
ご
紹
介
す
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
、
フ
ジ
ッ
コ
㈱
境
港
工
場(

竹
内
団
地
、

福
嶋
博
司
工
場
長)

の
「
フ
ル
ー
ツ
セ
ラ
ピ
ー
」
で
す
。

　
境
港
商
工
会
議
所
は
、「
外

国
人
雇
用
対
策
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
２
０
１
９
年
４
月
１
日
か

ら
改
正
入
国
管
理
法
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。「
特
定
技
能
」

と
い
う
在
留
資
格
が
新
設
さ

れ
、
介
護
、
外
食
、
建
設
、

宿
泊
、
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
、
人
手
不
足
が
深
刻
な

14
分
野
を
対
象
に
外
国
人
労

働
者
を
受
け
入
れ
る
仕
組
み

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
同
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
外
国

人
雇
用
に
つ
い
て
の
概
要
と

具
体
的
な
手
続
き
、
問
題
点

セ
ミ
ナ
ー

10
月
11
日

10
月
11
日

外
国
人
雇
用
の
概
要
と
手
続
き
境港商議所

な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
受
講
者
を
募

集
中
で
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
。

日
時
　
10
月
11
日
㈮
　
午
後

１
時
30
分
～
４
時

場
所
　
境
港
商
工
会
議
所 

会
議
室(

境
港
市
上
道
町)

定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
切)

受
講
料
　
無
料

講
師
　
坂
口
繁
雄
氏(

鳥
取

労
働
局
委
嘱
外
国
人
雇
用
管

理
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

　
セ
ミ
ナ
ー
の
内
容
や
受
講

方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
境
港

商
工
会
議
所
相
談
課(

☎
44

︱
１
１
１
１)

に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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設計・監理
＜一社＞鳥取県建築士事務所協会会員

株式
会社

代表取締役 足 立 收 平

〒683－0067

〒684－0033

米子市東町177番地　東町ビル
TEL（0859）32－6161（代） FAX（0859）22－6151
境港市上道町336－2
TEL（0859）44－7177

〒684-0053 鳥取県境港市小篠津町257-1

　　 本　 社  TEL（0859）4 5－32 3 0㈹
　　　　　　　　　　FAX（0859）4 5－65 8 0

有限会社  橋本工業所
代表取締役　橋　本　秀　秋

空気調和・冷暖房設備・給排水設備の管理・設計・施工
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•

•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
•
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•
•
•
•
•
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インタビューに応じる本田雅英所長

たくさんの言葉で埋め尽くされている寄せ書き

︱
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
は
ど
の
く

ら
い
滞
在
さ
れ
た
の
で
す
か
。

　
ジ
ェ
ト
ロ
・
ブ
ダ
ペ
ス
ト

事
務
所
の
所
長
と
し
て
４
年

い
ま
し
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
に

は
３
回
赴
任
し
、
合
計
12
年

間
滞
在
し
て
い
ま
す
。
ハ
ン

ガ
リ
ー
は
海
の
な
い
内
陸
国

で
す
が
、
鳥
取
は
海
に
面
し

て
い
る
場
所
が
多
く
、
仕
事

の
面
で
も
生
活
の
面
で
も
楽

し
み
で
す
。

︱
こ
ち
ら
と
似
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
よ
う
で
す
ね
。

　
は
い
、
山
陰
地
方
に
は
、

特
色
の
あ
る
企
業
が
多
数
あ

り
、
ま
た
自
然
が
豊
か
で
、

過
ご
し
や
す
い
で
す
。
人
が

過
密
で
な
く
、
そ
れ
ほ
ど
ス

ト
レ
ス
も
感
じ
ま
せ
ん
。
そ

ん
な
と
こ
ろ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

と
似
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

︱
滞
在
中
は
、
ど
の
よ
う
な

お
仕
事
を
さ
れ
た
の
で
す
か
。

　
日
本
の
自
動
車
関
連
企
業

の
現
地
進
出
の
た
め
の
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
地
元
の
大
型
食
品
展

示
会
で
、
中
東
欧
で
は
初
め

て
の
ジ
ャ
パ
ン
パ
ビ
リ
オ
ン

を
設
け
、
日
本
酒
や
日
系
食

品
企
業
の
販
路
拡
大
の
お
手

伝
い
を
し
ま
し
た
。

︱
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
消
費
者
の

イ
メ
ー
ジ
も
掴
ん
で
い
ら
っ

し
ゃ
る
の
で
す
ね
。

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
消
費
者
が

求
め
て
い
る
物
を
見
聞
き
し

て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
知
識

や
経
験
を
皆
さ
ん
に
お
伝
え

で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

︱
鳥
取
事
務
所
の
お
仕
事
は

い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
今
は
、
農
産
品
輸
出
の
お

手
伝
い
が
多
い
で
す
。
貿
易

や
海
外
展
開
の
相
談
に
も
お

応
え
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

高
度
外
国
人
材
の
活
用
支
援

も
重
要
で
す
。
さ
ら
に
、
地

元
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に

向
け
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ミ
ナ

ー
や
貿
易
実
務
講
座
な
ど
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

︱
境
港
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

　
水
産
関
係
者
の
輸
出
の
お

手
伝
い
を
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
貿
易
相
談
な
ど
で
、

と
っ
と
り
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
セ

ン
タ
ー(

竹
内
団
地)

の
皆

さ
ん
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

︱
ジ
ェ
ト
ロ
の
強
み
は
何
で

し
ょ
う
か
。

　
74
カ
所
あ
る
海
外
事
務
所

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
ぜ

スポットライト

本
田
雅
英
所
長
に
聞
く

海
外
展
開
の
力
強
い
味
方

ジ
ェ
ト
ロ
鳥
取

貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー

体育館改修にお礼の寄せ書き

上道小の1年生が寄贈
ー リンクス ー

　

日
本
の
貿
易
振
興
機
構(

ジ
ェ
ト
ロ)

鳥
取
貿
易
情
報
セ
ン

タ
ー
に
新
所
長
の
本
田
雅
英
氏
が
８
月
14
日
、
着
任
し
ま
し

た
。
前
任
地
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ブ
ダ
ペ
ス
ト
で
す
。
本
田

所
長
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
こ
と
や
ジ
ェ
ト
ロ
の
事
業
な
ど
に

つ
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

ひ
、
現
地
の
ジ
ェ
ト
ロ
事
務

所
を
訪
ね
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
境
港
で
海
外
展
開
を

考
え
る
企
業
さ
ん
は
遠
慮
な

く
、
ジ
ェ
ト
ロ
鳥
取
事
務
所

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︱
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

本
田
雅
英(

ほ
ん
だ
・
ま
さ

ひ
で)

氏
　
１
９
６
４
年
10

月
生
ま
れ
、
54
歳
。
静
岡
県

出
身
、
１
９
８
８
年
日
本
貿

易
振
興
会(

ジ
ェ
ト
ロ)

入
会
。

ジ
ェ
ト
ロ
鳥
取
貿
易
情
報
セ

ン
タ
ー(

鳥
取
市
若
葉
台
、

☎
０
８
５
７
︱
52
︱
４
３
３

５)

。

　㈱リンクス(蓮池町、池田幸仁社長)はこのたび、上道小学
校の体育館を改修。工事の様子を毎日見ていた同校の１年
生全員が感謝の気持ちを込めた寄せ書きを作成して、６年
生の代表を通して同社の工事責任者に手渡しました。
　この寄せ書きは、「きれいな たいいくかん たいせつに つ
かいます」と大きな文字で書き、その文字の周りに各自が思
い思いの言葉を記入したもの。
　同社の池田社長は、「自分たちの仕事をこのように受け止
めてもらえて大変うれしいです」と感想を述べました。

　
境
港
商
工
会
議
所
庶
業
部

会(

小
板
裕
部
会
長)

は
10

月
7
日
、「
お
客
様
の
満
足

は
笑
顔
か
ら
～
覆
面
調
査
員

の
見
た
接
客
対
応
の
極
意

～
」
の
テ
ー
マ
で
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。
た
だ
い
ま
、

参
加
者
募
集
中
。

　
講
師
の
松
本
け
い
子
さ
ん

は
、
多
種
多
様
の
店
舗
で
販

売
員
や
営
業
担
当
者
の
接
客

対
応
を
覆
面
調
査
す
る
業
務

を
経
験
。
覆
面
調
査
は
、
調

査
員
が
一
般
の
利
用
客
に
紛

れ
て
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
体

験
・
評
価
す
る
調
査
手
法
で

す
。

　
こ
の
調
査
を
通
し
て
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
、

顧
客
満
足
度
や
顧
客
ロ
イ
ヤ

リ
テ
ィ
ー
が
向
上
す
る
だ
け

で
な
く
、
顧
客
満
足
を
実
感

で
き
る
機
会
が
増
え
る
こ
と

で
、
従
業
員
の
満
足
度
の
向

上
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
お
客
様

に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
接

客
応
対
な
ど
に
つ
い
て
、
松

本
さ
ん
が
覆
面
調
査
員
時
代

の
経
験
を
交
え
て
分
か
り
や

す
く
解
説
し
ま
す
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
の
あ
ら
ま
し

は
、
次
の
通
り
で
す
。

日
時
　
10
月
７
日
㈪
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時

会
場
　
境
港
商
工
会
議
所 

２
階 

第
１
会
議
室

講
師
　
松
本
け
い
子
氏(

鳥

取
労
働
局
委
託
：
接
客
・
販

売
マ
ナ
ー
講
師)

定
員
　
30
人(

定
員
に
な
り

次
第
締
め
切
り
ま
す)

　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
境
港
商
工
会
議
所
相
談
課

(

☎
44
︱
１
１
１
１)

へ
。

　
境
港
市
文
化
協
会(

湯
越

敬
会
長)

は
、「
第
７
回
境
港

文
化
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し

ま
す
。

　
同
つ
ど
い
の
あ
ら
ま
し
は
、

次
の
通
り
で
す
。

ス
テ
ー
ジ
部
門

日
時
　
10
月
27
日
㈰
　
午
後

１
時
30
分
～
３
時
30
分

会
場
　
境
港
市
文
化
ホ
ー
ル

(

境
港
市
中
野
町)

入
場
料
　
無
料

展
示
部
門

会
期
　
10
月
26
日
㈯
～
10
月

27
日
㈰

時
間
　
午
前
９
時
30
分
～
午

後
４
時
30
分(

最
終
日
は
午

後
４
時
ま
で)

会
場
　
海
と
く
ら
し
の
史
料

館(

境
港
市
花
町)

入
場
料
　
無
料

　
詳
し
く
は
、
事
務
局(

境
港

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内
・
☎
47
︱
１
０
９
３)

へ
。

10
月
26
日
か
ら
27
日
ま
で

第
７
回

境
港
文
化
の
つ
ど
い
境港市文化協会

10
月
７
日 

庶
業
部
会
セ
ミ
ナ
ー

た
だ
い
ま
参
加
者
募
集
中

　境港商工会議所は、「特許等無料相談会」を毎月１回（第２水曜
日）開催しています。
　10月の相談会のあらましは、次の通りです。
●日時＝10月９日㈬　午後１時～４時●会場＝境港商工会議所相
談室(境港市上道町)●相談員＝知財コーディネーター(ＩＮＰＩＴ
鳥取県知財総合支援窓口から派遣)
●相談料＝無料
　詳しくは、境港商工会議所相談課(☎４４－１１１１)へ。

特許等無料相談会 境港商議所
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•
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漫
画
家
・
水
木
し
げ
る
先

生
の
創
出
し
た
独
創
的
な
作

品
世
界
や
哲
学
・
精
神
の
表

れ
で
あ
る
「
妖
怪
」
の
世
界

を
展
示
・
紹
介
す
る
「
水
木

し
げ
る
記
念
館
」。

　
２
０
０
３(

平
成
15)

年
３

月
８
日
の
開
館
か
ら
16
年
が

経
過
し
老
朽
化
が
進
み
、
大

規
模
改
修
や
設
備
更
新
が
求

め
ら
れ
、
耐
震
化
に
取
り
組

む
必
要
も
生
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
水
木
し
げ
る
ロ
ー

ド
の
核
と
な
る
施
設
と
し
て
、

将
来
に
わ
た
り
持
続
的
に
お

客
様
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

次
の
一
手
を
講
じ
る
時
期
に

も
来
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
境
港

市
が
基
本
構
想
を
作
成
す
る

前
段
階
と
し
て
、
水
木
し
げ

る
記
念
館
の
将
来
の
あ
り
方

あ
り
方
検
討
委
員
会
が
ス
タ
ー
ト

水
木
し
げ
る
記
念
館 

次
の
一
手
へ

水木しげる記念館前に勢ぞろいする鬼太郎ら　　ⓒ水木プロ

お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
警
察
へ

融
資
保
証
金
詐
欺
に
ご
注
意

境港警察署

を
検
討
す
る
委
員
会
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。
同
委
員
会
は

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
、
観
光
、

建
築
な
ど
の
関
係
者
10
人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
９
月
２
日
に
第
１
回
委
員

会
が
開
催
さ
れ
、
基
本
的
な

要
望
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
現
地
を
視
察
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
移
転
新
築
、
現
在

地
建
て
替
え
、
必
要
な
館
内

設
備
、
展
示
内
容
な
ど
、
ハ

ー
ド
、
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
検

討
を
重
ね
、
今
年
度
末
を
メ

ド
に
方
向
性
を
取
り
ま
と
め

る
予
定
で
す
。

き
た
い
と
い
う
思
い
で
対
応

し
て
い
ま
す
」
と
話
す
和
田

駅
長
。

　
外
国
人
観
光
客
が
特
に
多

い
街
な
の
で
、
自
動
翻
訳
機

を
活
用
し
た
り
、
隣
接
し
て

い
る
観
光
案
内
所
に
在
籍
す

る
通
訳
の
で
き
る
職
員
と
連

　
和
田
駅
長
は
１
９
７
８
年
、

旧
国
鉄
米
子
鉄
道
管
理
局
に

入
社
し
、
２
０
０
５
年
ま
で

車
掌
と
し
て
サ
ン
ラ
イ
ズ
出

雲
な
ど
に
乗
務
。
２
０
０
５

年
か
ら
地
上
勤
務
と
な
り
、

車
掌
の
指
導
や
育
成
に
あ
た

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

Ｊ
Ｒ
宍
道
駅
長(

松
江
市)

を

務
め
た
後
の
Ｊ
Ｒ
境
港
駅
着

任
で
し
た
。

　「
境
港
は
水
木
し
げ
る
ロ

ー
ド
も
あ
り
、
ま
ん
が
王
国

の
中
心
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

観
光
客
の
皆
さ
ん
、
特
に
お

子
様
に
は
、
楽
し
い
と
こ
ろ

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
崩
さ
ず
、

気
持
ち
よ
く
帰
っ
て
い
た
だ

携
し
て
対
応
に
あ
た
っ
て

い
る
と
の
こ
と
。

　
和
田
駅
長
は
、「
駅
と

い
う
の
は
、
街
の
活
性
化

の
中
心
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

『
駅
か
ら
は
じ
ま
る
街
の

活
性
化
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で

す
」
と
今
後
の
抱
負
を
語

り
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
個
人
的
な
こ

と
で
す
が
、
東
京
五
輪
の

聖
火
ラ
ン
ナ
ー
に
応
募
し

て
い
ま
す
。
も
し
当
選
し

た
ら
、
ご
声
援
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
」
と
話

す
和
田
駅
長
で
し
た
。

新駅長が着任
ー JR境港駅 ー

境港商議所

会会のの員員今今41

　

会
員
の
今
は
、
境
港
商

工
会
議
所
会
員
の
動
向
を

伝
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

今
回
は
こ
と
し
６
月
に
和

田
隆
・
新
駅
長
が
着
任
し

た
西
日
本
旅
客
鉄
道
㈱
の

Ｊ
Ｒ
境
港
駅(

大
正
町)

を

ご
紹
介
し
ま
す
。

鬼太郎らをPRする和田隆・新駅長　ⓒ水木プロ

ー 境港水産振興協会 ー

水産まつり10月13日

境港最大の水産イベント

魚食普及コーナーでベニズワイガニを
ふるまうスタッフ＝昨年の水産まつり

　
境
港
最
大
の
水
産
イ
ベ
ン

ト
「
境
港
水
産
ま
つ
り
」
が

10
月
13
日
、
鳥
取
県
営
境
港

水
産
物
地
方
卸
売
市
場
周
辺

　
こ
と
し
４
月
、
鳥
取
県
内

で
融
資
保
証
金
詐
欺
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
経
営
者

を
は
じ
め
、
融
資
を
受
け
る

皆
さ
ん
は「
保
証
金
の
要
求
」

に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
被
害
状
況
は
、「
鳥
取
県

内
の
男
性
が
経
営
す
る
店
舗

に
低
金
利
の
融
資
を
う
た
っ

た
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
届
い
た
。

７
０
０
万
円
の
融
資
を
申
し

込
ん
だ
と
こ
ろ
、
フ
ァ
ッ
ク

ス
や
電
話
で
契
約
事
務
手
数

料
や
保
証
会
社
に
対
す
る
保

証
金
、
特
約
担
保
金
な
ど
の

支
払
い
を
要
求
さ
れ
、
７
回

に
わ
た
り
計
３
０
０
万
円
余

り
を
振
り
込
ん
だ
が
、
相
手

と
連
絡
が
取
れ
な
く
な
り
、

詐
欺
被
害
に
気
づ
い
た
」
と

い
う
も
の
で
す
。

　
融
資
保
証
金
詐
欺
と
は
、

実
際
に
融
資
し
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
融
資
を
受
け
る

た
め
の
保
証
金
な
ど
を
名
目

に
し
て
、
現
金
を
口
座
に
振

り
込
ま
せ
る
な
ど
の
方
法
で

だ
ま
し
取
る
詐
欺
で
す
。

　
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、

▽
ハ
ガ
キ
な
ど
に
あ
る
連
絡

先
に
は
連
絡
し
な
い
▽
融
資

の
た
め
に「
保
証
金
が
必
要
」

は
詐
欺
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
で
会
社
を
調
べ
る
▽
個

人
情
報
や
暗
証
番
号
を
教
え

な
い
︱
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　「
詐
欺
か
な
？
　
ど
う
か

な
？
」
と
思
っ
た
ら
、
す
ぐ

警
察
に
相
談
を
。
警
察
総
合

相
談
電
話
＃
９
１
１
０(

24

時
間
対
応)

で
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
境
港
警
察
署(

☎
44

︱
０
１
１
０)

で
も
ご
相
談

に
応
じ
ま
す
。

(

境
港
市
昭
和
町)

で
開
催

さ
れ
ま
す
。
主
催
は(

一
社)

境
港
水
産
振
興
協
会
。

　
目
玉
企
画
の
魚
食
普
及
コ

ー
ナ
ー
で
は
、「
ベ
ニ
ズ
ワ

イ
ガ
ニ
ボ
イ
ル
丸
ご
と
１
２

０
０
食
分
」
を
無
料
で
ふ
る

ま
い
ま
す
。
カ
ニ
汁(

１
２

０
０
食
分)

や
イ
ワ
シ
の
つ

み
れ
汁(

６
０
０
食
分)

の
無

料
提
供
も
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
恒
例
の
マ
グ
ロ
解

体
シ
ョ
ー
も
実
施
。
そ
の
場

で
解
体
し
た
マ
グ
ロ
に
加
え

て
、
前
浜
の
新
鮮
な
水
産
物

が
驚
き
の
価
格
で
競
り
落
と

さ
れ
て
い
く
「
セ
リ
体
験
」

や
魚
の
つ
か
み
ど
り
コ
ー
ナ

ー
も
毎
年
大
盛
況
で
す
。

　
娯
楽
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
松

江
市
美
保
関
町
出
身
の
演
歌

歌
手
・
愛
田
幾か

ず
や也
さ
ん
の
歌

謡
シ
ョ
ー
や
地
元
有
志
の
ス

テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

　
一
方
、
総
勢
50
店
以
上
の

出
店
が
軒
を
連
ね
る
鮮
魚
や

水
産
加
工
品
の
即
売
コ
ー
ナ

ー
は
、
こ
の
日
限
り
の
お
値

打
ち
価
格
。
様
々
な
飲
食
物

が
立
ち
並
ぶ
屋
台
コ
ー
ナ
ー

も
見
逃
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
、

お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
同
水
産
振
興

協
会(

☎
44
︱
６
６
６
８)

へ
。

企業・労働者の相談窓口
　西部地域産業保健センターは、企
業と労働者の健康や長時間労働に
ついて個別相談を行っています。

○平日、午後１時３０分から３時３０分まで。
○米子市久米町の西部医師会館会議室
で個別に相談に応じます。（無料）
○お問い合わせは、西部地域産業保健
センターまで。☎２２－３５７０

10月の相談日
10月３日㈭ 産 業 医
10月10日㈭ 産 業 医
10月17日㈭ 産 業 医
10月24日㈭ 産 業 医
10月31日㈭ 産 業 医
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境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）
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境港商工会議所女性会
〒684-8686 境港市上道町3002

　　　　　（境港商工会議所内）

TEL 44－1111・FAX 42－6577

鹿
児
島
で
全
商
女
性
連
全
国
大
会

林
真
理
子
氏
が
記
念
講
演

打ち合わせを重ねる実行委員会の皆さん

エキスカーションで唐戸市場を訪問した当会会員

　
７
月
19
日
・
20
日
の
２
日

間
、
海
峡
メ
ッ
セ
下
関(

山

口
県
下
関
市)

で
行
わ
れ
た

中
国
地
方
商
工
会
議
所
女
性

会
連
合
会(

中
商
女
性
連)

の
下
関
大
会
に
参
加
し
ま
し

た
。
中
国
５
県
の
43
女
性
会

か
ら
、
約
３
８
０
人
の
会
員

が
一
堂
に
会
し
、
境
港
女
性

会
か
ら
の
参
加
は
、
４
人
で

し
た
。

　
19
日
の
式
典
で
は
、
冒
頭

に
行
わ
れ
た
あ
い
さ
つ
の
中

で
皆
さ
ん
が
下
関
を
「
三
方

が
海
に
開
け
、
南
は
関
門
海

峡
、
西
と
北
は
美
し
く
長
い

山
陰
海
岸
に
面
し
、
自
然
も

歴
史
も
豊
か
な
本
州
の
西
の

は
ず
れ
に
あ
る
。
中
世
か
ら

近
世
へ
、
ま
た
近
世
か
ら
近

代
へ
と
日
本
の
国
が
大
き
く

変
わ
る
と
き
に
は
、
い
つ
も

舞
台
と
な
っ
て
き
た
」
と
紹

介
し
ま
し
た
。

　
私
は
こ
の
あ
い
さ
つ
に
、

心
を
解
き
放
ち
、
と
き
め
く

風
景
、
心
に
吹
き
込
む
新
し

い
風
を
感
じ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
の
記
念
講
演

で
は
、
赤
間
神
宮
の
名
誉
宮

司
・
水
野
直
房
氏
が
「
源
平

合
戦
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に
講

演
。
と
て
も
興
味
深
い
話
で

し
た
。

　
水
野
氏
は
ま
ず
、「
合
戦

の
場
で
、
平
家
は
赤
色
の
旗

を
、
源
氏
は
白
色
の
旗
を
た

な
び
か
せ
た
。
こ
こ
か
ら
、

あ
か
対
し
ろ
の
構
図
は
、
き

て
い
る
ら
し
い
」
と
説
明
。

　
ま
た
、「
壇
の
浦
の
戦
い

で
は
、
弓
矢
で
敵
を
ね
ら
う

が
、
義
経
は
舟
を
こ
ぐ
水
夫
、

梶
取
り
か
こ
を
ね
ら
う
よ
う

に
命
じ
、
混
乱
さ
せ
、
勝
利

に
導
い
た
。
安
徳
天
皇
を
抱

い
て
時
子
が
入
水
し
、
こ
の

時
に
３
種
の
神
器
も
沈
む
。

頼
朝
は
義
経
の
こ
う
い
う
と

こ
ろ
が
許
せ
な
か
っ
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

　
私
は
、
義
経
が
大
好
き
だ

っ
た
の
で
少
し
、
が
っ
か
り

し
た
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
明
治
維
新
も
こ

の
海
峡
で
勃
発
し
た
攘
夷
戦

を
引
き
金
に
始
ま
っ
た
と
の

こ
と
。
海
峡
が
見
守
っ
て
き

た
歴
史
が
胸
に
迫
っ
て
き
ま

し
た
。

　
続
く
第
２
部
は
、「
海
峡

上
臈
絵
巻
」
の
上
演
で
し
た
。

同
絵
巻
は
、
毎
年
５
月
３
日

に
、
下
関
を
代
表
す
る
祭
り

「
先
帝
祭
」
で
行
わ
れ
る
「
上

臈
参
拝
道
中
」
を
表
現
し
た

も
の
。
上
臈
道
中
の
練
り
歩

き
は
、
と
て
も
優
雅
で
豪
華

な
イ
ベ
ン
ト
神
事
で
し
た
。

　
翌
日
の
エ
キ
ス
カ
ー
シ
ョ

ン
も
見
ど
こ
ろ
一
杯
。
亀
山

八
幡
宮
で
世
界
一
の「
ふ
く
」

の
像
を
見
て
か
ら
、
安
徳
天

皇
を
祀
っ
て
あ
る
赤
間
神
宮

な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
唐
戸
市
場
で
お
み

や
げ
を
買
い
、
関
門
ト
ン
ネ

ル
人
道
入
口
に
も
行
き
ま
し

た
。
海
峡
を
歩
い
て
横
断
で

き
る
世
界
で
も
珍
し
い
海
底

ト
ン
ネ
ル
で
す
。
い
ろ
い
ろ

観
光
も
で
き
、
と
て
も
勉
強

な
り
ま
し
た
。
来
年
は
鳥
取

市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
皆
様

ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
。

（
親
睦
部
会
　
Ｏ
）

記念式典10月9日

女性会創立50周年
着々と進む事業の準備

いっしょに活動しませんか

ー 境港商議所女性会 ー

ただいま会員募集中

源
平
合
戦
テ
ー
マ
の
講
演
も

中
商
女
性
連 

下
関
大
会

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
１
９
６
９(

昭
和
44)

年

に
境
港
商
工
会
議
所
婦
人
会

と
し
て
創
立
し
ま
し
た
。

　
お
か
げ
様
で
こ
と
し
創
立

50
周
年
を
迎
え
、
10
月
９
日

に
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
米
子(

久
米
町)

で
、

創
立
50
周
年
記
念
事
業
と
し

て
記
念
式
典
、
記
念
講
演
、

祝
賀
会
を
行
い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
実
行
委
員
会

の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ

て
、
記
念
事
業
に
向
け
た
会

議
や
打
ち
合
わ
せ
な
ど
を
定

期
的
に
開
催
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
境
港
ら
し
い
、
手
作
り
で

温
か
み
の
あ
る
記
念
事
業
に

な
る
よ
う
、
会
員
一
丸
と
な

っ
て
10
月
９
日
を
迎
え
た
い

と
思
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
会

員
は
も
ち
ろ

ん
、
各
地
女
性

会
会
員
の
皆
様

や
来
賓
の
皆

様
、
参
加
者
全

員
が
笑
顔
に
な

れ
る
、
思
い
出

深
い
記
念
の
１

ペ
ー
ジ
を
刻
め

れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　
会
員
の
皆

様
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま

す
。

（
会
報
部
会
　
Ｉ
）

　
境
港
商
工
会
議
所
女
性
会

は
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
か
つ
女
性
の
立
場
か
ら

商
工
業
の
改
善
と
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

組
織
で
す
。
主
に
講
演
会
や

講
習
会
、
研
修
会
、
会
員
親

睦
な
ど
を
行
い
、
自
己
の
資

質
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

お
互
い
の
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。

　
会
員
の
対
象
は
、
境
港
商

工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
女

性
経
営
者
、
ま
た
は
女
性
役

員
で
す
。
た
だ
い
ま
、
会
員

募
集
中
。

　
詳
し
く
は
、
事
務
局(

境

港
商
工
会
議
所
内
・
☎
44
︱

１
１
１
１)

に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
全
国
商
工
会
議
所
女
性
会

連
合
会(

全
商
女
性
連)

の

第
51
回
鹿
児
島
全
国
大
会
が

９
月
５
日
と
６
日
の
両
日
、

鹿
児
島
ア
リ
ー
ナ(

鹿
児
島

市)

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
約
２
６
０
０
人
。

　
５
日
夜
の
懇
親
会
は
、
３

施
設
・
10
会
場
で
開
催
。
全

施
設
を
ラ
イ
ブ
中
継
で
つ
な

い
で
一
体
感
を
保
つ
よ
う
に

と
の
工
夫
や
鹿
児
島
県
産
の

黒
毛
和
牛
を
は
じ
め
、
鹿
児

島
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
盛

り
込
ん
だ
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供

な
ど
、
心
の
こ
も
っ
た
お
も

て
な
し
で
し
た
。

　
翌
日
の
大
会
で
は
、「
各

地
域
の
女
性
活
躍
を
牽
引
す

る
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
共
に
頑

張
り
ま
し
ょ
う
」
と
全
商
女

性
連
の
藤
沢
萬
会
長
が
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
、
優
れ
た
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
や
人
材
育
成

を
し
た
全
国
の
女
性
経
営
者

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
来
年

の
全
国
大
会
は
岡
山
県
倉
敷

市
で
開
催
の
予
定
で
す
。

　
大
会
終
了
後
、
記
念
講
演

を
開
催
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
西せ

郷ご

ど
ん
」
の
原
作
者
、

作
家
の
林
真
理
子
氏
が
「
私

の
仕
事
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
、
西
郷
隆
盛
の
話
な

ど
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
で
楽
し
い

話
を
展
開
。
あ
っ
と
い
う
間

の
45
分
間
で
し
た
。

　
今
回
の
大
会
で
は
、
エ
キ

ス
カ
ー
シ
ョ
ン
で
長
野
県
小

諸
と
兵
庫
県
相
生
の
女
性
会

メ
ン
バ
ー
と
と
も
に
二
日
間

一
緒
に
行
動
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
女
性
会
の
活
動
内
容
な
ど

も
話
し
合
え
、
と
て
も
有
意

義
な
交
流
を
持
て
ま
し
た
こ

と
を
報
告
し
ま
す
。

（
事
業
部
会
　
Ｓ
） 女性会紹介のコーナーでアピールする当会メンバー
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同
協
議
会
は
、
水
産
関
係

団
体
、
鳥
取
県
、
境
港
市
、

境
港
商
工
会
議
所
、
境
港
市

観
光
協
会
、
鳥
取
大
学
で
構

成
さ
れ
、「
み
ん
な
で
選
ぶ

境
港
の
水
産
加
工
大
賞
実
行

委
員
会
」
と
「
境
港
水
産
加

工
汚
水
処
理
場
整
備
検
討
委

員
会
」
の
二
つ
の
委
員
会
が

あ
り
ま
す
。

　
主
な
活
動
は
、
み
ん
な
で

選
ぶ
境
港
の
水
産
加
工
大
賞

の
開
催(

２
年
に
１
回)

、
境

港
水
産
加
工
汚
水
処
理
場
整

備
の
検
討(

２
０
１
２
年
～

２
０
１
５
年
に
改
修
工
事
を

実
施)

、
水
産
加
工
商
品
支

援(

水
産
加
工
ハ
ン
ド
ブ
ッ

ク
作
成
な
ど)

、
産
地
Ｐ
Ｒ

(

県
内
外
イ
ベ
ン
ト
参
加
、

レ
シ
ピ
本
作
成
、
バ
ス
背
面

広
告
掲
載)

な
ど
で
す
。

　
今
年
度
は
、
５
月
８
日
に

「
第
８
回
み
ん
な
で
選
ぶ
境

港
の
水
産
加
工
大
賞
」
を
開

催
。
５
月
21
日
に
は
、
一
畑

高
速
バ
ス
２
台(

松
江
︱
大

阪
便
・
広
島
便)

に
背
面
広

告
を
掲
載
し
、
６
月
21
日
と

22
日
に
マ
グ
ロ
・
ベ
ニ
ガ
ニ

首
都
圏
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
９
月
７
日
・
８
日

に
は
、
京
都
鉄
道
博
物
館
で

行
わ
れ
た
「
鬼
太
郎
列
車
お

披
露
目
会
」
に
境
港
市
観
光

協
会
と
と
も
に
参
加
。
９
月

27
日
に
は
、「
蟹
取
県
ウ
ェ

ル
カ
ニ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

参
加
し
、
東
京
都
丸
の
内
で

カ
ニ
と
境
港
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施

し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
９
月
28
日
に
は
、

境
港
の
水
産
加
工
大
賞
な
ど
運
営

み
ん
な
で

選

　
　ぶ

市
産
地
協
議
会 

産
地
の
水
産
業
強
化
へ

市
産
地
協
議
会 

産
地
の
水
産
業
強
化
へ

　

境
港
市
産
地
協
議
会(

島
谷
憲
司
会
長)

は
、
２
０
１
２

(

平
成
24)

年
11
月
に
設
立
。
境
港
市
水
産
業
の
活
性
化
を
図

り
、
産
地
の
水
産
業
強
化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
み
ん

な
で
選
ぶ
境
港
の
水
産
加
工
大
賞
の
開
催
に
も
中
心
的
な
役

割
を
担
う
組
織
で
す
。
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
同
協
議
会
の
事

業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ー 今年度の事業実施状況 ー

大賞商品とベニガニ使って

全国各地で境港をPR

全
国
か
ら
集
結

Ｓｅａ
級
グ
ル
メ

佐  

渡  
大  
会

み
な
と
オ
ア
シ
ス
の
グ
ル
メ
競
う オレンジページ主催のベニガニ料理教室で講

師を務める川口利之社長＝昨年開催の様子

昨年の同大会にはカニだしラーメンで出展

第8回みんなで選ぶ境港の水産加工大賞で大賞を受賞した
㈱大新のスタッフ（右）

東
京
で
ベ
ニ
ガ
ニ
料
理
教
室

を
開
催
。
同
じ
く
９
月
28
日

に
米
子
市
で
「
つ
な
が
る
マ

ル
シ
ェ
in
え
る
・
も
ー
る
」

に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。
10

月
26
日
の
同
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
の
予
定
。

　
ま
た
、「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル

メ
in
佐
渡
」
に
も
参
加
し
ま

す
。

 

鬼
太
郎
列
車
お
披
露
目

　
京
都
鉄
道
博
物
館(

京
都

市
下
京
区
観
音
寺
町)

で
９

月
７
日
と
８
日
の
両
日
、
鬼

太
郎
列
車
の
お
披
露
目
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
に
併
せ
て
、
境
港
市

観
光
協
会
と
共
に
ブ
ー
ス
を

設
置
し
、
第
８
回
水
産
加
工

大
賞
の
「
と
れ
と
れ
あ
じ
」

を
使
っ
た
「
あ
じ
と
野
菜
の

包
み
焼
き
」
の
ふ
る
ま
い
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
カ
ニ
水
揚
げ
日
本
一
境
港

の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
、
２
年
前
か

ら
鳥
取
県
東
京
本
部
と
連
携

し
、
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る

「
蟹
取
県
ウ
ェ
ル
カ
ニ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
に
参
加
し
て
い

 

蟹
取
県
ウ
ェ
ル
カ
ニ
キ
ャ

 

ン
ペ
ー
ン
in
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ

ま
す
。

　
今
回
は
、
東
京
駅
に
隣
接

す
る
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
Ｋ
Ｉ
Ｔ
Ｔ

Ｅ
地
下
１
階(

東
京
都
千
代

田
区
丸
の
内)

で
９
月
27
日

に
境
港
や
水
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を

実
施
。
ま
た
、
㈲
川
口
商
店

の
川
口
利
之
社
長
の
カ
ニ
講

座
も
行
い
ま
し
た
。

 

ベ
ニ
ガ
ニ
料
理
教
室

　
９
月
28
日
に
ビ
ー
ン
ズ
阿

佐
ヶ
谷
て
く
て
店(

東
京
都

杉
並
区)

で
、
境
港
の
ベ
ニ

ガ
ニ
を
使
っ
た
料
理
教
室
を

開
催
し
ま
し
た
。
主
催
は
、

人
気
料
理
冊
子
・
オ
レ
ン
ジ

ペ
ー
ジ
編
集
部
。
昨
年
初
開

催
し
、
好
評
だ
っ
た
の
で
、

同
編
集
部
の
要
望
で
こ
と
し

も
実
施
し
た
も
の
。

　
講
師
は
川
口
社
長
で
、
協

議
会
メ
ン
バ
ー
が
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
。
16

人
の
受
講
者
が
生
の
ベ
ニ
ガ

ニ
を
１
枚
ず
つ
使
用
し
、「
境

港
の
カ
ン
タ
ン
時
短
ベ
ニ
ズ

ワ
イ
ガ
ニ
レ
シ
ピ(

産
地
協

議
会
発
行)

」
に
載
っ
て
い

る
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

し
ま
し
た
。

　
旧
や
よ
い
デ
パ
ー
ト
跡
地

の
ひ
ま
わ
り
駐
車
場(

米
子

市
角
盤
町)

で
９
月
28
日
に

「
つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ
in
え

る
・
も
ー
る
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
昨
年
か
ら
始
ま
り
、

こ
と
し
が
２
回
目
で
す
。
こ

の
場
所
で
毎
週
開
催
さ
れ
て

い
る
地
ビ
ー
ル
フ
ェ
ス
タ
も

合
わ
せ
て
開
催
。
鳥
取
県
西

部
地
域
の
各
市
町
村
が
参
加

し
ま
し
た
。

　
産
地
協
議
会
は
、
第
７
回

加
工
大
賞
の
「
か
に
じ
ゃ
が

も
ち
」と
第
８
回
大
賞
の「
と

れ
と
れ
あ
じ
」を
使
っ
た「
あ

じ
と
野
菜
の
包
み
焼
き
」
を

提
供
。
大
賞
を
受
賞
し
た
会

社
の
社
員
も
協
力
し
、
産
地

協
議
会
メ
ン
バ
ー
と
境
港
総

合
技
術
高
校
生
徒
な
ど
が
販

売
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
市
町
村
が
Ｐ
Ｒ

合
戦
を
繰
り
広
げ
る
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
幻
の
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
「
カ
ニ
太
郎
」
を
登
場
さ

せ
、
ベ
ニ
ガ
ニ
教
室
、
カ
ニ

カ
ニ
ク
イ
ズ
な
ど
を
実
施
。

同
マ
ル
シ
ェ
は
、
10
月
26
日

に
も
実
施
予
定
で
す
。

 

つ
な
が
る
マ
ル
シ
ェ

 

in
え
る
・
も
ー
る

　
境
港
市
産
地
協
議
会
は
、

10
月
19
日
と
20
日
に
開
催
さ

れ
る
「
Ｓ
ｅ
ａ
級
グ
ル
メ
全

国
大
会
in
佐
渡
」
に
参
加
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
主
催
は
、

み
な
と
オ
ア
シ
ス
佐
渡
で
す
。

　
み
な
と
オ
ア
シ
ス
は
、「
み

な
と
」
を
核
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
地
域
の
施
設
を

国
土
交
通
省
が
登
録
す
る
も

の
で
、
全
国
の
１
３
１
港
に

あ
り
ま
す
。

　
同
大
会
は
、
全
国
の
み
な

と
オ
ア
シ
ス
か
ら
海
産
物
の

グ
ル
メ
屋
台
が
出
展
し
、
来

場
者
の
投
票
数
で
順
位
を
競

う
も
の
。
約
２
万
人
が
参
加

す
る
予
定
で
す
。

　
境
港
市
は
、
み
な
と
オ
ア

シ
ス
境
港
と
し
て
２
０
１
２

年
の
第
２
回
大
会
か
ら
参
加

し
、
こ
と
し
で
８
回
目
。
水

産
加
工
大
賞
の
受
賞
商
品
で

出
展
し
、
２
位
が
２
回
、
３

位
が
１
回
、
４
位
が
２
回
と

優
秀
な
成
績
を
収
め
て
い
ま

す
。
今
回
は
、
第
６
回
水
産

加
工
大
賞
優
秀
賞
の
「
境
港

カ
ニ
だ
し
ラ
ー
メ
ン
」
を
ベ

ー
ス
に
し
た
「
あ
ん
か
け
皿

う
ど
ん
」
を
作
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ

元
気
み
な
と
が
出
展
。
産
地

協
議
会
は
出
展
者
の
応
援
と

産
地
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
す
。
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事務局 ： 〒６８４－００３３ 境港市上道町３１４７
電　話 ： ４４－２７００　ＦＡＸ ： ４４－４６４９
Ｅ-mａｉｌ ： sakaijc@chukai.ne.jp
ホームページ ： http://www.sakaiminato-jc.com/

（一社）境港青年会議所

検索境港青年会議所

（一社）境港青年会議所　ＪＣプレス

　
か
つ
て
の
中
海
は
広
大
な

浅
場
が
あ
り
、
海
藻
草
類
も

多
く
生
息
し
、
魚
介
類
も
豊

富
に
採
れ
る
豊
か
な
漁
場
で

し
た
。

　
し
か
し
、
１
９
６
０
年
代

以
降
、
中
海
の
干
拓
や
淡
水

化
事
業
な
ど
が
始
ま
り
、
水

質
汚
染
や
環
境
破
壊
が
進
み

ま
し
た
。
２
０
０
０
年
代
に

入
り
、
そ
れ
ら
の
事
業
は
中

止
さ
れ
ま
し
た
が
、
今
で
は

傷
つ
い
た
「
海
」
だ
け
が
残

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
年
度
、
境
港
青

年
会
議
所
は
、
地
域
の
宝
で

あ
る
「
中
海
」
の
環
境
問
題

を
テ
ー
マ
と
し
て
取
り
上
げ
、

５
月
か
ら
７
月
ま
で
の
約
２

カ
月
半
に
わ
た
っ
て
、
地
域

の
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に

「
海
」
の
大
切
さ
を
学
ん
で

も
ら
う
機
会
を
設
け
ま
し
た
。

　
ま
ず
、
境
港
総
合
技
術
高

校
の
生
徒
を
対
象
に
、
な
ぜ

中
海
の
水
質
が
こ
こ
ま
で
悪

く
な
り
、
漁
獲
量
も
激
減
し

て
し
ま
っ
た
の
か
を
理
解
し

て
も
ら
う
た
め
に
、
中
海
の

歴
史
や
現
状
を
学
ぶ
勉
強
会

を
開
催
。
そ
し
て
、
中
海
の

現
状
を
現
場
で
見
て
も
ら
い
、

海
の
尊
さ
、
資
源
の
大
切
さ

を
感
じ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
勉
強
会
を
通

じ
て
学
ん
だ
こ
と
を
高
校
生

自
身
が
渡
小
学
校
の
児
童
に

伝
え
る
場
を
設
け
、
地
域
の

課
題
を
伝
え
て
い
く
循
環
の

輪
を
創
出
。
地
域
の
未
来
を

担
う
子
ど
も
達
が
「
海
」
を

大
切
に
す
る
心
を
養
い
、
自

分
た
ち
の
暮
ら
す
町
へ
の
理

解
と
愛
着
を
深
め
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
事
業
で
し
た
。

　
中
海
の
環
境
問
題
は
隣
接

す
る
境
港
市
民
に
も
関
わ
る

大
き
な
課
題
な
の
で
、
青
年

会
議
所
は
今
後
も
率
先
し
て

中
海
の
環
境
問
題
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
企
業
Ｐ
Ｒ
】

　
私
は
、
中
海
で
漁
師
を
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
し
じ
み

の
卸
売
や
加
工
販
売
を
メ
イ

ン
に
県
内
外
の
飲
食
店
や
お

土
産
シ
ョ
ッ
プ
・
道
の
駅
な

　

境
港
青
年
会
議
所
の
委
員
長
が
自
己
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
の
コ
ー

ナ
ー
。
今
回
は
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
の
石
倉
眞
彦
委
員
長
で

す
。

 

ま
ち
づ
く
り
委
員
長

  

石
倉
眞
彦

  

石
倉
水
産(

松
江
市
美
保
関

　
町
、
水
産
物
卸
・
遊
漁
船
）

ど
に
納
入
し
て
い
ま
す
。
今

年
の
６
月
か
ら
は
新
た
に
遊

漁
船
を
始
め
ま
し
た
。
境
港

の
美
味
し
い
海
の
幸
を
県
外

の
人
に
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

う
た
め
に
日
々
頑
張
り
ま

す
！

【
ひ
と
こ
と
コ
メ
ン
ト
】

　
今
回
の
郷
土
愛
育
成
事
業

は
、
自
分
の
働
く
中
海
の
現

状
を
よ
り
多
く
の
人
に
知
っ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
企
画

し
ま
し
た
。
境
港
は
日
本
で

も
有
数
の
漁
獲
量
を
誇
る
港

町
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど

は
日
本
海
側
で
獲
れ
た
も
の

で
、
す
ぐ
近
く
の
中
海
で
は

事業報告

中
海
を
学
び
小
さ
な
こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と

郷
土
愛
育
成
事
業

境
港
青
年
会
議
所 

委
員
長

Ｐ
Ｒ
コ
ー
ナ
ー

ひ
と
こ
と

年
々
漁
獲
量
が
減
少
し
、
今

で
は
ほ
と
ん
ど
獲
れ
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
現
実
や
こ
れ
ま
で
の

歴
史
を
子
ど
も
達
に
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
非
常

中海の現状と歴史を小学生に伝えた境港総合技術高校の生徒ら

　
私
た
ち
は
、
地
域
の
課
題

解
決
に
取
り
組
む
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
問

題
が
あ
り
、
個
人
で
は
解
決

で
き
な
く
て
も
、
若
さ
あ
ふ

れ
る
パ
ワ
ー
と
情
熱
を
持
っ

た
仲
間
が
集
ま
れ
ば
解
決
で

き
ま
す
。

　
私
た
ち
と
一
緒
に
境
港
青

年
会
議
所
の
会
員
と
な
っ
て
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

活
動
を
企
画
・
運
営
し
て
い

た
だ
け
る
人
を
メ
ン
バ
ー
一

同
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
資
格
は
、
▽
年
齢
が

満
20
歳
以
上
で
、
38
歳
以
下

の
人
▽
境
港
市
内
及
び
近
郊

に
在
住
、
ま
た
は
勤
務
し
て

い
る
人
▽
境
港
青
年
会
議
所

の
趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ

け
る
人
︱
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
当
青
年
会
議

所
事
務
局
(
☎
44
︱
２
７
０

０
)
へ
。
ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
Q
R
コ

ー
ド
参
照
）も

ご
覧
く
だ
さ

い
。

一緒に活動
しませんか
ただいま会員募集中

に
有
益
な
経
験
で
し
た
。
今

後
も
漁
師
関
係
者
だ
け
で
な

く
、
地
域
の
人
と
協
力
し
な

が
ら
中
海
の
環
境
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
実
際
に
現
地
に
行
く
こ
と

で
言
葉
や
写
真
だ
け
で
は
伝

わ
ら
な
い
海
の
色
だ
っ
た
り

広
さ
だ
っ
た
り
が
分
か
り
、

中
海
が
悪
い
状
態
だ
と
い
う

こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　
環
境
問
題
に
つ
い
て
世
界

中
で
話
し
合
わ
れ
て
い
る
け

ど
、
自
分
た
ち
の
地
元
に
も

た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
る
と

い
う
こ
と
も
知
り
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
中
海
に
対
し
て

関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　
下
屋
敷
七
海
さ
ん(

境
港

総
合
技
術
高
校
・
１
年
生)

　
僕
は
身
近
な
中
海
で
泳
げ

た
り
、
多
く
の
魚
が
と
れ
た

り
し
て
い
た
こ
と
を
初
め
て

知
り
ま
し
た
。

　
自
然
は
壊
れ
る
と
二
度
と

元
に
戻
ら
な
い
と
聞
き
ま
し

た
が
、
昔
の
よ
う
な
中
海
に

な
る
よ
う
に
関
心
を
持
ち
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

　
渡
邉
旭
斐
君(

渡
小
・
４

年
生)

５月９日

日　時 場　所 対　象 内　　容

●事業のあらまし●

境港総合
技術高校

中海の現状と歴
史について学ぶ

まとめの作業を
実施

中海の現状と歴
史を小学生に伝
えるためのグル
ープワーク

潮干狩りを実施。
同時に高校生が
小学生に中海の
現状と歴史を伝
えた。

境港総合
技術高校

境港総合
技術高校

５月21日 中海沿岸

同校生徒

同校生徒 中海の現地調査

同校生徒

同校生徒

同校生徒と
渡小学校
児童

中海沿岸

6月11日

6月18日

7月２日

参
加
者
の
声
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本
日
か
ら
消
費
税
が
変
わ

り
ま
し
た
。
税
率
は
８
％
か

ら
10
％
に
な
り
、
食
品
な
ど

に
は
、
軽
減
税
率
と
し
て

８
％
が
適
用
さ
れ
ま
す
。
キ

ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で
の
ポ

正解と当選者

リアル宝探し『謎旅in米子』に参加しよう！！

タビ×ナゾ『旅謎』～米子市・境港市編～
それは、1体の石像から始まる奇妙な旅行。

このイベントでは参加者が主人公となり、米子市・境港市に隠された
不可思議なナゾを解きながら旅をしていただきます。
開催期間：2019/10/5(土)～2019/12/27(金)
参加キット料金：1,000円(税込)
参加キットは米子鬼太郎空港１階セブンイレブンで販売しております。
◀詳細はこちらのＱＲコードをご確認下さい。

ANAセールスが主催する羽田発の旅行ツアー「旅謎in米子」がスタートします！
地域の魅力をもっと知っていただくため、観光以外の目的の楽しみ方を生み出すべく

『謎解き』という体験に着目し、この度米子市・境港市と連携し、ツアー化されたものです。
このゲームを地元の方にも楽しんでいただけるよう、参加キットを米子空港で販売することとなりました！

】【 イ
ン
ト
還
元
や
住
民
税
が
非

課
税
の
人
と
子
育
て
世
帯
へ

の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
配
布

な
ど
の
対
策
も
実
施
さ
れ
ま

す
。
事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、

「
ま
ず
は
、
お
客
様
の
利
益

を
第
一
に
」
と
の
思
い
で
準

備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー

10
月
の
イ
ベ
ン
ト

 

夢
み
な
と
公
園
秋
ま
つ
り

①
ア
ナ
ロ
グ
ゲ
ー
ム
で
あ
そ

ぼ
う
▽
日
時
＝
10
月
12
日
㈯

午
前
10
時
～
午
後
３
時
▽
場

所
＝
展
望
タ
ワ
ー 

１
階
▽

料
金
＝
フ
リ
ー
パ
ス
３
０
０

円(

入
館
料
込
み)

②
タ
イ

ニ
ー
ペ
イ
ン
ト
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
！　

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
フ
ェ

イ
ス
ペ
イ
ン
ト
！
▽
日
時
＝

10
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
～

午
後
３
時
▽
場
所
＝
展
望
タ

ワ
ー 

１
階
▽
料
金
＝
５
０

０
円(

入
館
料
別
途)

③
夢

み
な
と
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
Ｄ
Ａ
Ｙ

▽
日
時
＝
10
月
13
日
㈰
　
午

前
10
時
～
午
後
６
時
▽
場
所

＝
３
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ロ
ビ

ー
・
映
像
シ
ア
タ
ー
▽
料
金

５
０
０
円
④
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
▽
日
時
＝
10

月
14
日(

月
・
祝)

　
午
前
10

時
～
午
後
４
時
▽
場
所
＝
展

望
タ
ワ
ー 

１
階
▽
料
金
＝

５
０
０
円
～(

内
容
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
、
入
館
料
別

途)

⑤
映
画
上
映
会
「
リ
メ

ン
バ
ー
・
ミ
ー
」
▽
日
時
＝

10
月
14
日(

月
・
祝)

　
午
前

10
時
～
、
午
後
１
時
～(

上

映
時
間
＝
１
０
５
分)

▽
場

所
＝
３
階 

映
像
シ
ア
タ
ー

▽
料
金
＝
無
料(

入
館
料
別

途)　
詳
し
く
は
、
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｏ

夢
み
な
と
タ
ワ
ー(

☎
47
︱

３
８
８
０)

へ
。

　
前
回
ク
イ
ズ
の
問
題
は
、

「
マ
ル
コ
フ
ー
ズ
㈱(

昭
和

町)

が
製
造
す
る
麻
婆
豆
腐

は
、
あ
る
会
社
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
会
社
の
愛

称
は
何
で
し
ょ
う
か
」
と
い

う
も
の
で
、正
解
は
①
の「
丸

美
屋
」
で
し
た
。

当
選
者(
敬
称
略)

　
▽
安
田

誠(

財
ノ
木
町)

▽
田
辺
次
郎

(

夕
日
ヶ
丘)

▽
中
川
益
代

(

中
野
町)

▽
杉
山
あ
い
子

(

竹
内
町)

▽
築
谷
智
枝(

渡

町)

▽
畑
本
富
枝(

幸
神
町)

▽
大
東
孝
江(

上
道
町)

▽
秋

田
絵
斗(

外
江
町)

▽
竹
中
哲

彦(

竹
内
町)

▽
飯
田
宝(

元

町)

▽
川
尻
三
知
子(

新
屋

町)

▽
阿
部
弘(

高
松
町)

賞
品
　
麻
婆
豆
腐
の
素 

中

辛
＆
甘
口
セ
ッ
ト

ス
ポ
ン
サ
ー
　
マ
ル
コ
フ
ー

ズ
㈱

次のクイズに答えてください。
①～③までのうち、どれか一つが正
解です。正解した人には抽選でプレ
ゼントを差し上げます。

フジッコ㈱の商品「フルーツセラピー」の中に
は、フルーツともう一つ入っています。それは、
次のうちどれでしょう。（ヒントは２ページ）

① ナタデココ
② ココナッツ
③ ココア

ハガキにクイズの答え、住所、氏名、年齢、電話番号、
境港商工会議所ニュースについてのひとことを明記
して、下記の宛先まで送ってください。

応募のきまり

〒６８４-８６８６ 境港市上道町３００２
� 境港商工会議所 クイズ係

宛先

10月7日㈪(当日消印有効)応募締切

ＦＡＸ（４２－６５７７）
［E-mail］cci＠sakaiminato.comでもＯＫ。

スポンサー　　フジッコ㈱境港工場 （竹内団地）

賞品  「フルーツセラピーバレンシアオレンジ６個セット」
　　　　　　　　 10名様
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商工会議所会員を招いて

招待席
【事業所のあらまし】
施 設 長 	大櫃崇子(おおびつ・たかこ)
所 在 地	 境港市上道町3737
T E L	 0859-21-1139
サービス	 	午前	9：00～12：15
提供時間	 	午後13：30～16：45
休	業	日	 土・日曜日、盆・年末年始
事業内容	 通所介護
　　　　　（半日型のデイサービス）

足
立
パ
ン

足
立
パ
ン

ファミリー
マート

ディオ

済生会
境港総合病院

●●
●●

●●

●●

●●

北

LETs倶楽部 境港

ファミリー
マート

●●

馬
場
崎
町
駅

馬
場
崎
町
駅

元気ハツラツ！	スタッフの皆さん

オレンジの看板が目印の施設外観

○創業のきっかけ？…総合建設業の当社(㈱平田組、米子
市西福原)は、高齢者の増加が予想される中、要介護認
定を受けた地域の皆さんが一人でも多く元気で自立した
生活が送れるよう、6年前から介護事業に進出していま
す。「レッツ倶楽部」は、運動に特化した半日型のデイサ
ービスで、「レッツ倶楽部米子南」、「レッツ倶楽部安来中
央」に続き、今年5月に当社境出張所の１階に「レッツ倶
楽部境港」をオープンしました。
○おすすめポイントは？…運動不足や老化予防、体力の衰
えを感じている人、デイサービス利用が初めての人、外
出する機会が減った人に特にお勧めです。「立つ・座る・
歩く・着替える・物を取る」など、日常生活の動作に合わ
せたトレーニングをします。大きな窓から見える四季を
感じながら、心身ともにリフレッシュしていただけます。
○ご利用者は？…境港市在住で要介護認定を受けている人
はどなたでも利用可能です。市外の皆さんは一部条件が
異なりますので、お問い合わせください。デイサービス
に抵抗のある人も当倶楽部に通われてから、見る見る表
情が明るくなっています。
○今後の事業展開（展望）？…現在は介護認定を受けている
人を対象とした施設ですが、将来的には地域の皆さんが
自由に集え、いつでも運動できる施設にしていきたいです。
○一言PR！…「運動してくるけん！」と気軽に出かけられ
る場所です。ご利用者の目線に立った経験豊富なスタッ
フが皆さんをお待ちしています。見学や体験は、いつで
も受け付けています。気軽にご相談ください。

レッツ倶楽部境港
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